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(a)  制御基板

　下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。

   ( i ) 交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。

   ( ii ) コネクタ（ＣＮＡ１）の両極を測定し，電解コンデンサに充電されたＤＣ電圧が十分に放電した事を

         確認してください。（図２参照）

   ( iii ) コントロール基板のコネクタを外してください。（図１．部品配置図を参照してください。） 

   (iv) 基板上のＣＴ１に通している白色または青色の配線を外して，コントロール基板を交換してください。

   ( v ) 新しい基板の設定スイッチ（ＳＷ３－５，７，ＪＳＷ１）の設定を交換前の基板に合わせてください。

   (vi) 白色または青色の配線を，交換した基板上のＣＴ１に通してねじを締めてください。

   (vii) コネクタを交換前と同じ場所に接続してください。（接続後，半挿しが無い様確認してください。）       

 

 

 

図１．部品配置図
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図２．部品配置拡大図
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（b)  インバータ基板

　 下記の要領でインバータ基板（図１）の交換を行ってください。インバータ基板搭載箇所は図５を参照してください。

    ( i ) 交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。

        （ 電源OFF直後はコンデンサが放電されておらず，高電圧状態で危険な為，コントローラを触らないでください。）

    ( ii ) ハーネスが接続されている状態で，図２に示す箇所（２種類：（Ａ）制御電源，（Ｂ）インバータ電源）のＤＣ電

          源電圧を測定し，２０Ｖ以下（コンデンサ放電後の電圧）であることを確認してください。

    ( iii ) 図３に示すように制御基板の対象コネクタを外してください。 

    (iv) 図４に示すようにハーネスを縛っているバンド（２箇所），クリップ（３箇所）を解いて，ねじ（４箇所）を外し

         てください。

    ( v ) 図５のように制御面を開き，対象基板（インバータ基板）に接続されたコネクタ（図１参照），スナバコンデンサ

        （図５参照），ハーネス（Ｐ，Ｎ，Ｕ，Ｖ，Ｗ線）を外し，対象基板（インバータ基板）を交換してください。

    (vi) 新しいインバータ基板のスイッチ（ＪＳＷ１０，１１）のＯＮ／ＯＦＦ設定を交換前の基板に合わせてください。

    (vii) 基板交換後，図６のようにパワートランジスタへスナバコンデンサを取付け, コネクタやハーネス等を全て元の状態

         に戻してください。（コネクタ接続後，半挿しが無い様確認してください。）            

 

 

図１．対象基板（インバータ基板）の部品配置図
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（b)  インバータ基板

　 下記の要領でインバータ基板（図１）の交換を行ってください。インバータ基板搭載箇所は図５を参照してください。

    ( i ) 交換作業は，電源を切って３分後に実施してください。

        （ 電源OFF直後はコンデンサが放電されておらず，高電圧状態で危険な為，コントローラを触らないでください。）

    ( ii ) ハーネスが接続されている状態で，図２に示す箇所（２種類：（Ａ）制御電源，（Ｂ）インバータ電源）のＤＣ電

          源電圧を測定し，２０Ｖ以下（コンデンサ放電後の電圧）であることを確認してください。

    ( iii ) 図３に示すように制御基板の対象コネクタを外してください。 

    (iv) 図４に示すようにハーネスを縛っているバンド（２箇所），クリップ（３箇所）を解いて，ねじ（４箇所）を外し

         てください。

    ( v ) 図５のように制御面を開き，対象基板（インバータ基板）に接続されたコネクタ（図１参照），スナバコンデンサ

        （図５参照），ハーネス（Ｐ，Ｎ，Ｕ，Ｖ，Ｗ線）を外し，対象基板（インバータ基板）を交換してください。

    (vi) 新しいインバータ基板のスイッチ（ＪＳＷ１０，１１）のＯＮ／ＯＦＦ設定を交換前の基板に合わせてください。

    (vii) 基板交換後，図６のようにパワートランジスタへスナバコンデンサを取付け, コネクタやハーネス等を全て元の状態

         に戻してください。（コネクタ接続後，半挿しが無い様確認してください。）            

 

 

図１．対象基板（インバータ基板）の部品配置図
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図２．電圧測定箇所 

 

（Ｂ）インバータ電源電圧測定箇所 ： ＣＮＡ１，１－４ピン間

　　　電源OFF後，コンデンサが放電し，ＤＣ電圧が２０Ｖ以下であることを

         確認してください。  

(＋) 

(－) 

 

（Ａ） 制御電源電圧測定箇所 ： ＤＳ１，（＋）－（－）間

          電源OFF後，コンデンサが放電し，ＤＣ電圧が２０Ｖ以下である

          ことを確認してください。 

  

図３．制御基板から外す対象のコネクタ 

半挿しが無い様
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図２．電圧測定箇所 

 

（Ｂ）インバータ電源電圧測定箇所 ： ＣＮＡ１，１－４ピン間

　　　電源OFF後，コンデンサが放電し，ＤＣ電圧が２０Ｖ以下であることを

         確認してください。  

(＋) 

(－) 

 

（Ａ） 制御電源電圧測定箇所 ： ＤＳ１，（＋）－（－）間

          電源OFF後，コンデンサが放電し，ＤＣ電圧が２０Ｖ以下である

          ことを確認してください。 

  

図３．制御基板から外す対象のコネクタ 

半挿しが無い様
注意
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クリップからハーネス
を解いてください。
(３箇所)  

ねじを外してください。
(４箇所)

バンドからハーネスを解いてください。
(２箇所)

※：電装部品の有無及び形状は，機種により
　　異なる場合があります。

 

  

 

 

対象基板(インバータ基板)

図５．制御面を開き,対象基板が見える状態

スナバコンデンサ

図４．取外し箇所

ハーネスとスナバコンデンサをパワートランジスタにねじ止めする場合は，図の様に予め，接続子(金属柱)をインバータ基板の

「Ｐ」，「Ｎ」，「Ｕ」，「Ｖ」，「Ｗ」の各穴にセットし，ハーネスとスナバコンデンサを，接続子を介して共締めすること。

（「Ｕ」，「Ｗ」へねじ止めするハーネスはＩＣ２１，２２に通した後各穴にセットすること。）

（スナバコンデンサは「Ｐ」，「Ｎ」に接続すること。）    

 

図６．パワートランジスタへのハーネスとスナバコンデンサ取付け方法
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クリップからハーネス
を解いてください。
(３箇所)  

ねじを外してください。
(４箇所)

バンドからハーネスを解いてください。
(２箇所)

※：電装部品の有無及び形状は，機種により
　　異なる場合があります。

 

  

 

 

対象基板(インバータ基板)

図５．制御面を開き,対象基板が見える状態

スナバコンデンサ

図４．取外し箇所

ハーネスとスナバコンデンサをパワートランジスタにねじ止めする場合は，図の様に予め，接続子(金属柱)をインバータ基板の

「Ｐ」，「Ｎ」，「Ｕ」，「Ｖ」，「Ｗ」の各穴にセットし，ハーネスとスナバコンデンサを，接続子を介して共締めすること。

（「Ｕ」，「Ｗ」へねじ止めするハーネスはＩＣ２１，２２に通した後各穴にセットすること。）

（スナバコンデンサは「Ｐ」，「Ｎ」に接続すること。）    

 

図６．パワートランジスタへのハーネスとスナバコンデンサ取付け方法
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●ディップスイッチ設定表

　（a)制御基板

　表１：機種切換（JSW1-1～4, SW4-1～4）

　（b）インバータ基板

スイッチ
JSW1-1 (J1)
JSW1-2 (J2)
JSW1-3 (J3)
JSW1-4 (J4)
SW4-1

ON
ON

ON

OFF
OFF
OFF

OFF
OFF
ON

ON

OFF
OFF

SW4-2 OFF OFF
SW4-4

P224 P280

スイッチ
JSW10-1 OFF
JSW10-2 ON
JSW10-3 OFF
JSW10-4 OFF
JSW11-1 ON

OFF
ON
OFF
OFF
ON

JSW11-2 OFF OFF
JSW11-3 ON ON
JSW11-4 OFF OFF

P224 P280

スイッチ
SW1 ポンプダウンスイッチ 通常/ポウンダウン OFF OFF 通常 ON ポウンダウン
ＪSW１-1
ＪSW１-2

機種切換

デフロスト設定切換

ＪSW１-3
ＪSW１-4

表1参照

表1参照

SW3-1 OFF 通常 ON 寒冷地
OFF 無 ON 有SW3-2 防雪ファン制御

― ― ― ― ―

― ― ― ―機種切換

予備

―

表1参照 ― ― ― ――
― ― ― ― ―

予備 ― ― ― ― ―
予備

予備
予備

―

―
―

―
―

― ―

―
―

― ―

― ―
― ―

OFF
OFF

SW3-3 試運転 OFF
SW3-4
SW4-1
SW4-2

通常/試運転

OFF

OFF 通常 ON 試運転

SW4-3

冷房/暖房試運転切換 冷房/暖房 OFF OFF 冷房 ON 暖房

SW4-4 機種切換
SW5-1 既設配管流用 通常/既設配管

無/有

OFF OFF 通常 ON 既設配管
OFF 通常 ON 洗浄運転SW5-2 既設配管洗浄運転 OFF

SW5-3 OFF
SW5-4 OFF
SW7-1 アンチフロスト制御 ON
SW7-2

OFF ON

SW7-3 ON
ON

項目 出荷時 内容

通常/寒冷地

通常/洗浄運転

無効/有効 無効 有効
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1.15.5 リモコンによる異常運転データの確認
異常発生時の運転データを記憶し，リモコンから異常運転データの確認ができます。
⑴ RC-DX2リモコンの場合

[操作手順]
①TOP画面より「メニュー」→「次ページ」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワード」入力→
    「セット」→「点検表示」→「異常時運転データ表示」の順でタッチする。
②リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合は，以下の表示となります。
1. 異常がある場合：「データ読込み中」の後，異常時の運転データが表示されます。

表示内容
・異常コード
・番号およびデータ項目

2. 異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
③リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。
1. 異常がある場合：「室内機選択」画面で対象室内ユニットを選択→「データ読込み中」の後，異常時の

       運転データが表示されます。
表示内容
・室内機  No.
・異常コード
・番号およびデータ項目

2. 異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
　 注⑴「室内機選択」画面で接続台数が１ページを超える場合は，「次ページ」を選択してください。

④  運転／停止  ボタンを押すと， TOP画面に戻ります。
◎設定の途中で，「戻る」をタッチすると，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴ �異常運転データの確認は，リモコン2台で室内ユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はで

きません。）

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト又は露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
・解除時まで表示
・重複時は，表示データの一番若い
番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による

保護制御中の場合は“８”を
表示する。

正常
表 示 内 容

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴｾｰﾌ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止
吸入過熱度保護制御

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”
“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”
“19”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト又は露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)

■メンテナンスコード
コード 内容
M1 お掃除パネル異常
M9 ドレンポンプ過電流検知
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⑵ RC-D4Gリモコンの場合

■異常運転データ

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
・解除時まで表示
・重複時は，表示データの一番若い
番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による

保護制御中の場合は“８”を
表示する。

正常
表 示 内 容

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴｾｰﾌ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト又は露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止
吸入過熱度保護制御

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”
“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”
“19”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（Tho-R1）
23 室外熱交温度（Tho-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実 SH
32 実 TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1 ON／OFF
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

[操作手順]
① 点検 ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
② ▼ ボタンを一度押して，「エラーデータ表示▲」に切換えます。
③ セット ボタンを押すと，異常運転データ表示モードに入ります。
④リモコンに接続されている室内ユニットが1台の場合は，以下の表示となります。
1. 異常履歴がある場合 :エラーコードと「データ確認中」を表示します。
「例」「E8」（エラーコード）
「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）
続いて，データが表示されます。⑧へお進みください。

2. 異常履歴がない場合 :「異常なし」を3秒間表示し，本モードを終了します。
⑤リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。
1. �異常履歴がある場合 : 接続されている室内ユニットの中で，最も小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエ
ラーコードを表示します。
「例」�「E8」�「内000▲」（点滅）

2. 異常履歴がない場合 :アドレス番号表示のみとなります。
⑥ ▲  ▼ ボタンで，表示したい室内アドレスを選びます。
⑦ セット により確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）

「例」�「E8」
「内000」（選択した室内アドレスを2秒間点灯）→�「E8」

「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）続いて， データが表示されます。
異常履歴がない室内ユニットを撰択した場合は，「異常なし」を3秒間表示し，室内アドレス表示に戻ります。

⑧ ▲  ▼ ボタンにより，異常運転データを確認できます。データ項目は下表をご覧ください。
注⑴ 機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。

⑨室内ユニットを変更する場合は，エアコンNo. ボタンを押すことにより，室内ユニット選択表示に戻ります。
⑩ 運転／停止 ボタンを押すと，終了します。

◎設定の途中で，リセット ボタンを押すと，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴ �異常運転データの確認は，リモコン2台で室内ユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はでき

ません。）
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・FDT, FDTS, FDR, FDU,
   FDE2243, 2803, FDES, FDF

・FDT, FDTS, FDR, FDU,
   FDE2243, 2803, FDES, FDF

・FDT, FDTS, FDR, FDU,
   FDE2243, 2803, FDES, FDF

・FDE804～1404

・FDE804～1404

・FDE804～1404

・FDTW

・FDTW

点検モニター タイマー／点検表示灯 

TIMER
CHECK RUN

(1) 点検表示，フィルタサインについて

タイマー／点検表示灯 点検モニター 

タイマー／点検表示灯

( i ) タイマー/点検表示灯(黄色)が短点滅(0.5秒点灯，0.5秒消灯)

     したとき。

   (a) エアコンに異常が起きています。

        タイマー／点検表示灯の点滅（0.5秒点灯，0.5秒消灯）と

        同時にエアコンは停止します。

( ii ) タイマー/点検表示灯(黄色)が長点滅(2秒点灯，1秒消灯)

     したとき。

   (a) フィルタの掃除をしてください。

       ・延べ運転時間が120時間になるとタイマー／点検表示灯が

         長点滅（2秒点灯，1秒消灯）します。

       ・フィルタの掃除をしたら，リモコンのフィルタボタンを押し，

          フィルタリセットしてください。（フィルタボタンは1秒以

          上押し続けてください）

CHECK1

CHECK2 TIMER/CHECK RUN

CHECK1

CHECK2 TIMER/CHECK RUN

タイマー／点検表示灯 

点検LED

■FDTWシリーズの場合

・点検LED表示″CHECK1″／″CHECK2″LEDがエラーコ

　ードの″ の位″／″ の位″の数だけ点滅（10秒あたり）

　します。

タイマー／点検表示灯 

TIMER
CHECK RUN

(2) バックアップスイッチの使い方

      リモコンの電池切れ，紛失および故障時に本体表示部のバックアップスイッチで応急的にエアコンの運転／停止ができます。

■バックアップスイッチを押してから2秒以内にスイッチから手を離してください。

　運転を開始します。

■もう一度押すと停止します。

（グリル自動昇降付を使用の場合）

■バックアップスイッチを押してから2秒以降にスイッチから手を離してください。

　吸込グリルが上昇し，エアコン本体に収納されます。

吸込グリルの収納

運転／停止

TIMER
CHECK RUN

バックアップスイッチ 

バックアップスイッチ 

運転モード………自動 風量切換……急
タイマー…………連続 設定温度……23℃
オートスイング…停止（水平）

■設定内容

バックアップスイッチ 

CHECK1

CHECK2 TIMER/CHECK RUN

      ワイヤレス仕様機の点検表示

■FDT, FDTS, FDR, FDU, FDE, FDES, FDFシリーズの場合

・本体の点検モニター部にアドレスNo.および点検コードが表示さ

   れます。

・モニター表示は，表示時間が経過すると消灯します。

・モニター部に表示がでていない場合は，リモコン操作又は，バッ

   クアップスイッチを押してください。

1.15.6 ワイヤレス仕様機の点検表示
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1.15.7 パワトラモジュール（含むドライブ回路）点検方法
パワトラモジュールに 
割れ，焼損はないか 

10％以上の電流差がある。 
（加減速時はのぞく） 

　パワトラも交換してく
　ださい。

OK 

NG 

圧縮機電流の 
相間バランスは良いか 

YES 

NO 

パワトラモジュール端子間に 
短絡はないか※1 

OK 

NG 

圧縮機運転 

正常 インバータ基板交換

※ 1　パワトラモジュール端子短絡点検要領
圧縮機の配線を外し，テスターで短絡チェックを�
してください。
P-U, P-V, P-W
N-U, N-V, N-W
P-N端子間を点検
各端子は下記の場所がテスターを当てやすいです。
P	：パワトラP端子
N	：パワトラN端子
U	：圧縮機への赤ハーネス先端
V	：圧縮機への白ハーネス先端
W	：圧縮機への黒または青ハーネス先端

パワトラ短絡確認
インバータ不良判定用診断チェッカーを持っていないとき，パワトラ部品の端子間を測定しパワトラ不良かどううか診断する。

正常な値（Ω）テスタ

端子(＋)

P
N
P
P
P
N
N
N
U
V
W
U
V
W

N
P
U
V
W
U
V
W
P
P
P
N
M
M

数＋M
数M
数＋M
数＋M
数＋M
数百k
数百k
数百k
数百k
数百k
数百k
数＋M
数＋M
数＋M

端子(－)
FDCVP2244, 2804

測定値が0～数kΩの場合は，素子が破損している可能性があるのでパワトラ部品を交換してください。
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※2  インバータ不良判定用診断チェッカ
◆チェック要領

LEDの点滅状態

インバータ

6個のLEDが同じ
点滅をした場合

6個のLEDが消灯又は
数個のLED点滅の場合

正常 不良

LED

赤 

ファストン端子
圧縮機接続配線端子と接続する

白 
黒 U

V
W

品番 重工冷熱扱SA01927

■インバータ不良判定用診断チェッカ

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

点灯
消灯

ＬＥＤ点滅パターン

⑴
         繰り返します。

注

    ⑴　チェッカのセット手順
       ⒜　電源をOFFにします。（ブレーカOFF）
       ⒝　圧縮機のターミナルカバーを外して接続線（U，V，W）を外します。
       ⒞　チェッカの配線（U：赤, V：白, W：黒）を外した接続配線端子部に接続します。
    ⑵　判定運転方法
       ⒜　室外インバータ基板のスイッチJSW10-4をONし電源を投入します。
       ⒝　電源投入15秒後，LEDが5秒間点滅/消灯を10回繰り返します。
       ⒞　6個のLEDの点滅状態を確認します。 
       ⒟　LEDの点滅状態により判定

       ⒠　作業終了後は,インバータ基板のスイッチJSW10-4を
            かならず0FFしてください。
           

繰り返し遷移

電源投入(試運転開始)

15秒 5秒 5秒

～
1 2 3 10

部の動作区間は下図のLED点滅パターンを
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△

※ 

コネクタ 電　　　　　　圧

＋

＋

＋

－ － －

★室外ユニット点検ポイント
     ※印は電源ONにてチェックしてください。

TB1

R

S

T

1

2

3

D1

D2

D3

C

10A

5A

Ri

Si

Ti

E

PCB3
N/F 基板

PCB1
制御基板

Ro

So

To

CT1

R1R1,1 R1,2 R2,1 R2,2R2
L1

CNA
CNE

CNR

P

N W

V

U

6

4

4 6

RAM
CHECKER

MS
3 ～ CM

CNI2 CNI3

CNI1CNFAN2CNFAN1CNA1CNECNVCNMCNW

CNTH CNB CNU CNIP CNPS CNEEV1 CNEEV2 CNH

CNF

CNR

CNN2

CNN1

CNS

CNW2

CN2

CNDRM

L2

R3 C1

52X1
5

3

6

4

1 2

52X1

PCB1,CNM

PC52X2
RAM

CHECKER

5

3

6

AC1
～

＋

＋

－

AC2
～ DM

予備

予備

予備

低圧センサ

ド
ー

ム
下

温
度

セ
ン

サ
T

h
o
-H

熱
交

温
度

セ
ン

サ
2

T
h

o
-R

2

吐
出

管
温

度
セ

ン
サ

T
h

o
-D

吸
入

管
温

度
セ

ン
サ

T
h

o
-S

外
気

温
度

セ
ン

サ
T

h
o
-A

熱
交

温
度

セ
ン

サ
1

T
h

o
-R

1

AC3
～

4

1 2

PCB2
インバータ基板

IPM
CL1A 50A

600V

電源

15V(×3) : IPM 上アーム用

15V : IPM 下アーム用

5V : INV 上マイコン

電源

1３V : アクチュエータ電源

1３V : FAN 電源

5V(←13V) : 制御マイコン

SV1

CH

FMO2

M

FMO1

M

SV7

SV6

20S

2

3

TB2

EEVC

PSL

EEVH

63HMM

抵抗R1, 2点検：
抵抗値測定する15Ω

LED1
黄

LED1（黄）点検

 1回点滅 ： カレントカット（IPM）

 2回点滅 ： パワトラ過熱（ねじ締め，シリコン塗布は充分か？）

 3回点滅 ： 脱調異常

 4回点滅 ： 起動不良

 8回点滅 ： 減磁保護回路異常（インバータ基板不良）

 9回点滅 ： カレントカット（減磁保護回路作動）

LED1
緑

LED2
赤

正常：LED1(緑)点検：点滅していれば
         マイコンは正常です。
  ・消灯している場合
   CNI1コネクタも確認してください。

パワトラモジュール点検：
短絡，開放，破損は無いか
（点検要領は367ページ参照）

 

1

2

3

4

※ 

・通信はCNI1のコネクタでチェックすると下表のような値となります。

DC4～5Vでふれる(アナログテスタ)

DC8～12Vでふれる(アナログテスタ)CNI1

DC12V
室外ファンモータ異常時：

（詳細は414ページ参照）

※ 電源点検
・端子台TBのR.S.Tの電源を測定する
（AC200Vあれば正常です）

ノイズフィルタ点検：
導通あること，相間短絡ないこと

ヒューズ点検：
導通あること 

DCリアクタ導通点検
30mΩ以上100mΩ以下

F1(250V 3.15A)

ヒューズ点検：導通あること
不良の場合，インバータ基板交換 

F1(250V 2.5A)

F2(250V 4A)

ヒューズ点検：導通あること
不良の場合，制御基板交換

ヒューズ点検：導通あること
不良の場合，ファンモータを点検
の上ヒューズ交換

1.15.8 室
外

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

故
障

診
断

回
路

図
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⑴　故障内容一覧
1.15.9 故障診断フロー

リモコン表示 故障内容 記載ページ
なし 運転するが，冷えない。 371
なし 運転するが，暖まらない。 372
なし 漏電ブレーカ作動 373
なし 音・振動が非常に大きい（その 1） 374
なし 音・振動が非常に大きい（その 2） 375
なし 音・振動が非常に大きい（その 3） 376
なし ルーバーモータが回らない 377
なし 電源系統異常（室外・室内基板への電源供給） 378
なし 電源系統異常（リモコンへの電源供給） 379
なし ラクリーナパネルが動かない 380
内機確認中 室内機点検（リモコン1台接続または2台接続時） 381
内機確認中 室内機点検（リモコン3台以上接続） 382
内機確認中 内機確認中 383～ 385
無表示 無表示 386
E1 室内・リモコン通信回路不良，リモコン線断線 387
E5 運転中に内外通信異常 388
E6 室内熱交温度センサ不良 389
E7 吸込温度センサ不良 390
E8 暖房過負荷運転 391
E9 ドレン不良 392
E10 1リモコン複数台制御時接続台数オーバー（17台以上） 393
E11 室内ユニットアドレス設定不良 394
E14 親子室内ユニット間通信異常 395
E16 室内ファンモータ異常 396
E19 運転チェックモード異常 397
E20 室内ファンモータ回転異常 398
E21 ラクリーナパネル収納不良・パネルスイッチ動作不良（FDTシリーズ） 399
E28 リモコン温度センサ断線 400
E34 電源欠相 401，402
E35 冷房過負荷運転 403
E36 吐出管温度異常 404
E37 室外熱交温度センサ不良 405
E38 外気温度センサ不良 406
E39 吐出管温度センサ不良 407
E40 63H1作動 408
E41 パワートランジスタ電源低下 409
E42 カレントカット（その 1，2） 410，411
E45 インバータ通信異常 412，413
E48 室外ファンモータ異常 414
E49 低圧圧力異常または低圧圧力センサ断線 415，416
E51 インバータ・ファンモータ異常 417
E53 吸入管温度センサ断線 418
E54 低圧圧力センサ不良 419
E55 ドーム下温度センサ不良 420
E57 冷媒量不足または操作弁閉検出 421
E59 圧縮機起動異常 422，423
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⑵　故障診断

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 運転するが，冷えない連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 

 

 
 

 

冷房温度差
10～20℃以
内 

室内ユニット送風機の運転確認
吸込－吹出温度差の測定  

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房・除湿・暖房の
運転を操作した際「運転準備
中」の表示（３秒間）がでる。

圧縮機回転
数が低い

内外の空気条件は，
定格条件付近か？

 

機種選定ミス，熱負荷再計

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から。
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

算願います 

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転
しているか？ NO

YES

NO

注⑴　外３５℃内２７℃ DB／１９℃ WB

⑴

正常です。
（本機は，電源リセッ
ト後再スタートする
場合圧縮機ドーム温
度検知によりソフト
スタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護制
御が作動しています。
制御内容は，マイコン
制御機能の圧縮機始動
制御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている
可能性があります。
マイコン制御機能の
圧縮機回転数による
異常停止制御の内容
をご確認ください。

下記点検を行う
・軽度フィルタの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良

該当する運転制御よ
り原因と思われる箇
所の点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルタ詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 運転するが，暖まらない連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 

 

 
 

 

暖房温度差
10～30℃以
内 

室内ユニット送風機の運転確認
吸込－吹出温度差の測定  

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房・除湿・暖房の
運転を操作した際「運転準備
中」の表示（３秒間）がでる。

圧縮機回転
数が低い

内外の空気条件は，
定格条件付近か？

 

機種選定ミス，熱負荷再計

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から。
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

算願います 

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転
しているか？ NO

YES

NO

注⑴　外7℃内２0℃ DB

⑴

正常です。
（本機は，電源リセッ
ト後再スタートする
場合圧縮機ドーム温
度検知によりソフト
スタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護制
御が作動しています。
制御内容は，マイコン
制御機能の圧縮機始動
制御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている
可能性があります。
マイコン制御機能の
圧縮機回転数による
異常停止制御の内容
をご確認ください。

下記点検を行う
・軽度フィルタの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良

該当する運転制御よ
り原因と思われる箇
所の点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルタ詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内ユニットファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・四方弁動作不良
・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 漏電ブレーカ作動消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵
抗OK？

各ハーネス類は
絶縁が確保されているか？
板金などの噛み込み

はないか？

 

 室外アース線／漏電しゃ断器チェック 
 
①アース線は，室外ユニットのアースねじ部から配電盤のアース端子
まで，単独の線で工事してください。（他のアース線との接続はしな
いでください） 
②漏電しゃ断器自体の誤作動を防止するため，高調波対応品である
か確認してください。 
 
※圧縮機の絶縁抵抗について 
●据付け直後，もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合，圧縮
　機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩまで低下することがあり
　ます。絶縁抵抗が小さく，漏電ブレーカーが作動する場合は，以下の事項
　を確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するか確認する。
　電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まっ
　た冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカーが高調波対応品であるか確認する。
　本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカーの誤動作を防止する
　ため，高調波対応品を使用してください。

 

NO

YES

NO

YES

室外アース線／漏電しゃ断器
チェック  

圧縮機交換※

絶縁抵抗確保

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機不良
・ノイズ

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 音・振動が非常に大きい（その 1）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内ユニット・
室外ユニットの
設置にガタがある。 

【据付工事】
エアコンだ
けでなく建
屋全体から
の音・振動か

【製品】  
送風(ファン
単独)運転で
の音・振動か

配管が壁な
どに接触し
ている。 

ファンやル
ーバが他の
部品と接触
しているか

その2へ  

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES 

YES
 

YES YES

エアコン運転
中，停止直後
の音・振動か

停止後充分時間経過して音・振
動が大きい場合エアコンが原因
ではないと考えられます。

設置状態をよく見て設置状態を
修正したりゴムなどのクッショ
ン材を入れるなどしてガタをな
くしてください。

配管を壁などの面に固定した
り，壁穴に通す場合ゴムなどの
クッション材を配管の周囲に巻
いて配管の振動が伝達されない
ようにしてください。

天井面，壁面，床面など強度不
足の可能性が考えられます。設
置場所の見直し，又は強度 UP
の為の補強を立ててください。

ユニットの傾き設置，ファンや
ルーバ，モータの取付け異常を
確認して接触原因を特定したあ
と修正してください。

熱交やフィルタに目詰りがある
場合は清掃してください。
また，ファンやモータの回転に
伴ってブーン，リーン，ウオン
ウオンといった音色の音・振動
を発生する場合がありますが異
常ではありません。
（耐え難い大きさの場合弊社に
ご相談ください。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

①据付工事不良
・設置時の防振対策不良
・取付面の強度不足
②製品不良
・工場出荷前／後不良
③運転調整不良
・冷媒の過多／不足など

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 音・振動が非常に大きい（その２）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【製品側】
冷房／暖房
運転が正常
な状態での
音・振動か

配管がケー
シングに接
触している

シュー，ゴー
など連続的
な音が発生

その 1から

その３へ 
起動・停止時
シュー，シャー
音が発生

暖房時の除
霜開始・終了
でブシュー音
が発生

暖房運転で
ビシッビシッ
音が発生

冷房運転中
停止後でシュー
音が発生

NO

YES
NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

ケーシングに接触しないように
配管引き回しを修正します。

エアコン内部の配管中をガス冷
媒や液冷媒が流れることで発生
する音・振動です。特に冷房中
や暖房時の除霜中は発生しやす
く異常ではありません。

冷媒が流れ始めたり流れが止ま
ることで発生する音・振動です。
異常ではありません。

暖房時の除霜開始・終了では四
方弁の切り替えによって冷媒の
流れ方向を反転させています。
この際，配管内に大きな圧力変
化が起きるためブシューといっ
た音色の音が発生します。また，
上記のシャー，シュー音も発生
します。異常ではありません。

暖房運転開始・停止後や除霜中
において，急激な温度変化によ
り樹脂部品が収縮・膨張するこ
とで発生する音です。異常では
ありません。

室内ユニットドレン水を排出す
るドレンポンプの運転音です。
冷房運転停止後も 5分間運転し
ます。異常ではありません。

減圧 ( 膨張弁 )，キャピラリ部
など発生源と考えられる部位に
防音用ダンパーシーラントを貼
り付けてください。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 音・振動が非常に大きい（その３）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【運転調整】 
冷房／暖房運転が不良な
状態での音・振動か

その２から 

YES

冷房／暖房運転で温
度が適正でない不良
な状態の場合，以下の
懸念があります。

・冷媒の過多充填
・冷媒の不足充填
・空気，窒素などの
混入

このため，冷媒回収、
真空乾燥，冷媒再充填
を実施してください。

※音・振動はさまざま
なことが原因となっ
て発生するため，上記
の内容に当てはまら
ない場合があると思
われます。
その場合，以下の点を
確認・メモした後弊社
にご相談願います。

・室内／室外ユニット
・冷房／暖房／送風
・起動／停止／運転中
・運転状態
　（室内外温度，圧力）
・発生時間
・圧縮機回転数，熱交
センサ温度，電子
膨張弁開度等のリ
モコンによる運転
データ

・音色
・その他気付き事項

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし

ルーバモータが回らない
連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

電源投入時
ルーバが動作す

るか

ルーバモータ
配線は断線
しているか

ルーバモータは
ロックしているか

▲室内ユニット側で点検してください。

リモコンで
ルーバモータは
動作するか

YES

NO

1分以上経過し
てから操作して
ください。

YES 

NO

YES

NO

配線修理

室内制御基板不良→
交換

ルーバモータ交換

正常

ルーバモータ交換
（ルーバモータを交換
しても異常が出る場
合には，室内制御基
板を交換してくださ
い。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ルーバモータ
・ルーバモータ配線断線
・室内制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 電源系統異常

（室内・外基板への電源供給）
消灯 消灯

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内端子台
①-②間AC２００V?

CNW2の
④-⑤間DC5V？

JX1は開放

JX1は開放？

トランス2次側
（CNW2）アカーアカ間

AC18V以上？

室外端子台
①-②間AC２００V?

CNWOの
①-③間の抵抗チェック

OK？

ファンモータ,ルーバモータ
等の抵抗チェック

ヒューズOK
（2個）

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

注⑴Aグループ
　　・FDT,FDTS, FDTW, FDR, 
       FDU1124，1404
       FDE1124，1404:F1, F2
　　・FDF1124，1404:F200, F201
　　Bグループ：配線間ヒューズ

注⑵Bグループはトラン
　　スを外す（CNW1）

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO
⑴

⑵

AグループBグループ
注⑶

⑶
⑤がGND

室外制御基板（ノイズ
フィルタ）不良→交換

渡り配線の誤接続断
線

室内制御（電源）基板
不良→交換

ファンモータ , ルーバ
モータ等交換
ヒューズ交換

室内制御（電源）基板
不良→交換

JX1を開放

室内制御基板不良→
交換
トランス交換

JX1を開放

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・�渡り配線，誤接続 or 断
線
・ヒューズの断線
・トランスの故障
・室内電源基板不良
・ハーネス断線
・室内制御基板不良
・�室外制御基板（ノイズフィ
ルタ）不良

注記：Aグループ…FDT，FDTW，FDTS，FDR，FDU1124，1404，FDE804 ～ 1404，FDF1124，1404 シリーズ
Bグループ…Aグループ以外のシリーズ
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 電源系統異常

（リモコンへの電源供給）
連続点滅 消灯

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

修正

配線交換

リモコン交換

室内電源基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換

トランス交換

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・リモコン線断線 /短絡
・リモコン不良
・ノイズ誤動作
・室内電源基板不良
・ハーネス断線
・室内制御基板不良

注記：Aグループ…FDT，FDTW, FDTS, FDR, FDU1124，1404，FDE804 ～ 1404，FDF1124，1404 シリーズ
Bグループ…Aグループ以外のシリーズ

リモコン配線の
ゆるみはないか？

リモコン線が
断線／短絡

YES

YES

YES

リモコン線を 
はずす

NO

NO

室内端子台
X-Y間の電圧
DC15V以上？

CNW2①②間
DC18V？

トランスの2次側

Bグループ Aグループ

（チャ-チャ）間
AC23V以上？

NO

NO

YES

NO

YES
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし

ラクリーナパネルが動かない
消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDT，FDTW，FDE シリー
ズのみ

診　断 処　置

リモコンでラクリーナ
昇降スイッチを押しても
ラクリーナモータが
動かない？

ワイヤが緩んでいる？

 

YES

NO

NO

YES

NO

降下長長さが0mに
なっている？

NO

YES

YES

YES

 配線は接続されているか？ NO

ラクリーナ基板のヒューズが
断線しているか？

YES

ラクリーナモータが
断線しているか？ YES

NO

注⑴　FDTシリーズの場合のみ

注⑵　FDTW,FDEシリーズの場合のみ

リモコンでラクリーナ
昇降スイッチを押すとラクリーナモー
タは動くが，グリルが降りてこない

⑴

⑵

ワイヤが絡んでいる可能
性があります。ワイヤの
巻かれたスプールごと交
換してください。

正常です。ワイヤが緩
んでいるとワイヤの絡
まり防止のため，動き
ません。障害物等を取
除き，ワイヤが張った
状態で，再度操作して
ください。

ワイヤードリモコンを
用いて，降下長さを所
望の長さに設定してく
ださい。

電源・信号線を接続し
てください。信号線を
接続する場合は，コネ
クタの色を合わせ，誤
接続しないように注意
してください。

ヒューズを交換してく
ださい。

モータ不良→交換

ラクリーナ基板または 
室内制御基板不良→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ワイヤゆるみ検知機構
が 働 い て い る（FDT シ
リーズのみ）

・誤配線
・誤接続
・ラクリーナモータ不良
・ワイヤの絡まり
・ヒューズ切れ（FDTW，

FDE のみ）

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 室内機点検表示

（リモコン 1台接続または 2台接続時）
連続点滅 消灯

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

SW1を「親」に設定

正常

アドレス再設定
（SW2）

リモコン線を強電線
とはなす。

室内制御基板不良→
交換

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

電源投入後 ,30分以上室内
ユニットと通信できない。
（リモコン側）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・設定不良
・周囲環境
・リモコン通信回路不良
・室内制御基板不良

注記：リモコン表示は「内機確認中」から 30分後，異常検出すると「室内機点検」に表示が変わります。

リモコンを2台
接続？

子リモコンの
⑴，⑵

注⑴ SW1にて親子の
設定を行う。

注⑵ リモコンのLCDに
「子」の表示あり。

⑵

設定となっている

正常復帰？

1台を親

子機に修正
機に，もう1台を

復数の室

レスになっている
間ユニットが同じアド

リモコン線が

ている
強電線と並走し

60秒後

動作する
自動的にドレンモータが

内外渡り線③
を外す

電源リセット

 

NO
YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中 室内機点検表示

（リモコン 3台以上接続）
連続点滅 消灯

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

2台以下に変更する。

リモコンを親に設定
する。（SW1）

アドレス変更（SW2）

親に変更（SW5-1.2）

修正

修正

室外制御基板不良→
交換

渡り線断線→修正

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

電源投入後，30分以上室
内ユニット通信できない
（リモコン側）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・設定不良
・周囲環境
・リモコン通信回路不良
・室外制御基板不良
・室内制御基板不良

注記：リモコン表示は「内機確認中」から 30分後，異常検出すると「室内機点検」に表示が変わります。

NO

NO

NO

NO

NO

リモコンが
3台以上接統
されている

リモコン表示が
｢子｣になっている

YES

複数の室内ユニット
が同じアドレスになって

いる

子室内の
設定となっている

SW5-1，2

内外渡り線
の端子のゆる
み，誤接続

アース線の
接続はよいか？

室外端子台②～③
間電圧DC約20V?

室内端子台②～③
間電圧DC約20V?

YES

YES

YES

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中

内機確認中
連続点滅 消灯

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

電源投入後 2分待っても
リモコン LCD「内機確認
中」表示のままの場合

診　断 処　置

YES

YES

YES

NO

NO

電源投入後2分待っても
リモコンLCD「内機確認中」表示

のまま

YES

NO 

NO

A 

NO

室外制御基板緑LEDは
点滅しているか

YES

室内制御基板緑LED
は点滅しているか

室外制御基板赤LEDは
2回点滅しているか

室内・外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台②～③間
電圧DC約20V?

室内側端子台②～③間
電圧DC約20V?

YES

YES

NO 

次ページ参照

室内制御基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換
リモコン不良→交換
リモコン線Y断線

接続線修正

室外制御基板不良→
交換

接続線不良（断線）
ノイズ
室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良

注記：



- 384 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中

内機確認中
連続点滅 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

室外制御基板 LEDが消灯
している場合の診断

診　断 処　置

YES

YES

室外制御基板LEDが消灯している
場合の診断

NO

NO

NO

NO

A 
一旦ブレーカを遮断し

３分後に再度ブレーカを投入する

電源ヒューズ交換前へ

B

YES

YES

正常復帰?
NO

YES

室外ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源ヒューズ 
（10A）は溶断してい
         ないか？

NO

ノイズフィルタ2次側に
AC200Vあるか？

室外制御基板上の
F1（250V，2.5A）は溶断

していないか？

CNW2にAC200Vはあるか？

室外制御基板上に
DC5Vは発生しているか？
（CNV①-④間にて測定）

YES

室外ファンモータ
のコネクタを外すとDC5Vが

発生する

インバータ電源コネクタ
（CNI1③）を外すとDC5Vが

発生する

NO

NO

YES

YES

⑶

⑶

注⑶室外ファンモータのDC15V負荷が短絡して電源自体がない場合を想定。
　　室外ファンモータを外して確認します。

正常（ノイズによる誤
作動）

インバータ点検のため
次ページ参照

ノイズフィルタ交換

主回路図を基にダイ
オードスタック，電解
コンデンサの接続を確認

室外制御基板不良→
交換

室外制御基板不良→
交換

室外ファンモータ不
良

インバータ基板不良
→交換
室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良
・インバータ基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
内機確認中

内機確認中
消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

ヒューズ溶断の場合，電
源ヒューズ交換前のイン
バータ点検方法

診　断 処　置

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

YES

B 

ノイズフィルタ
交換

インバータ
基板交換

リアクタ
交換

電解コンデンサ
交換

NO

電源ヒューズ
交換

YES

ノイズフィルタ
相間短絡ないか

インバータ基板入力端子
相間短絡ないか

パワトラモジュール
割れ焼損ないか

リアクタ異常
ないか

電解コンデンサ
異常ないか

⑴

注⑴　 パワトラモジュールも交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・リアクタ不良
・電解コンデンサ不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
無表示

無表示
消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

電源投入後リモコン無表
示の場合

診　断 処　置

電源投入後
リモコン無表示

YES

YES

YES

リモコン側の接続端子に
DC10V以上あるか？

NO

NO

室内・外接続線は
正規に接続されている

リモコンを外すと
リモコン線のコネクタにDC10V

以上が発生する。

NO

YES

リモコン不良

リモコン不良

接続線不良
リモコン線不良
（ショートなど）

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・基板間の接続
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E1 リモコン通信回路不良連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

ノイズによる誤動作
周辺環境確認

室内制御基板不良→
交換

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

リモコン－室内ユニット
間の通信が運転中に 2分
以上正常にできない場合
（リモコンでのみ検出）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・�リモコン－室内ユニッ
ト間通信回路不良
・ノイズ
・室内制御基板不良
・リモコン不良

注記：室内側ではリモコンと 180秒間正常に通信できない場合，室内ユニットの基板は自動的にリセット
スタートします。

SW7-1をOFF→ON
内外渡り線③を外す

電源リセット

注⑴　3分以上経過しても，リモコン表示が
 「内機確認中」のままかどうか？

YES
電源リセットで
正常復帰できるか？

NO

YES
1分後，ドレンポンプが

自動的に運転を開始するか？

NO
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E5 運転中に通信異常連続点滅 2回点滅

連続点滅 下記参照

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコンLCD
正常に戻ったか

電源リセット

NO

YES

NO

・室外赤LEDが消灯

室外ユニット
側で信号線の接続

ＯＫ？

室内～外
ユニット間信号線の
接続ＯＫ？

リモコンLCDは
正常に戻ったか

注⑴　室外端子台での接続不良（外れ，緩み）を点検

電源リセット

注⑵　室内～室外ユニット間信号線の接続  
 不良又は断線を点検。

YES

NO

YES

NO

YES

NO

・室外赤LEDが2回点滅の場合

・室外LED赤および緑とも消灯
 「内機確認中」表示の診断をご覧ください。

信号線修理

信号線修理

「内機確認中」表示の
診断へ

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

室外制御基板不良→
交換
（ネットワーク通信回
路不良）
ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

２．異常検出方法

室内－室外が 2分以上正
常に通信できない場合

３．異常発生条件

運転中，同上を検知

４．予想原因

・号機設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室外制御基板不良

注記：ポンプダウンスイッチを押すと，室内ユニットとの通信をキャンセルするため，室内ユニット及び
リモコンには“伝送異常・E5”が表示されますが異常ではありません。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E6 室内熱交温度センサ不良連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内熱交温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内熱交温度センサの
特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15 

10

5 

0 10 30 40 20 50 

25℃で5kΩ

室内熱交温度センサ特性は下図参照

修正→コネクタ接続

室内熱交温度センサ
不良→交換

室内制御基板不良→
交換
（室内熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室 内 熱 交 温 度 セ ン サ
（ThI-R1，R2，R3，）の異
常低温および異常高温（抵
抗）を検知

３．異常発生条件

・温度センサがー50℃以下を
連続 5 秒間検知（断線）
した場合は圧縮機を停止
します。3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1 回
目の検知から 60 分以内
に再検知した場合。

・70℃以上を連続 5秒間検知
（短絡）

４．予想原因

・�室内熱交温度センサコ
ネクタ不良
・室内熱交温度センサ不良
・室内制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E7 吸込温度センサ不良連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

吸込温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

吸込温度センサ
の特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

吸込温度センサ特性は下図参照

修正→コネクタ接続

吸込温度センサ不良
→交換

室内制御基板不良→
交換
（吸込温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

室 内 吸 込 温 度 セ ン サ
（ThI-A）の異常低温およ
び異常高温（抵抗）を検
知

３．異常発生条件

・温度センサがー50℃以下
を連続 5 秒間検知した
場合は圧縮機を停止し
ます。3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1
回目の検知から 60分以
内に再検知した場合。

４．予想原因

・�吸込温度センサコネクタ
不良
・吸込温度センサ不良
・室内制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E8 暖房過負荷運転連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

エアフィルタ
が目詰まりして
いるか

室内熱交温度センサ
の接続はOKか

室内熱交温度センサ
の特性はOKか

NO

リモコンで異常データ点検

YES

暖房過負荷状態か

注⑴　過負荷状態か否かの点検は次によってください。
     ▲ショートサーキットは無いか
     ▲室内熱交換器の汚れ，つまりは無いか
     ▲室外ファンコントロールは正常か
     ▲室内・外気温が高すぎないか
注⑵　室内熱交温度センサの特性は，故障表示E6をご覧ください。

YES

NO

YES

NO

異常停止

復帰

室内熱交温度（℃） 
56   　　 63 

室内熱交温度センサ特性は389ページ参照

洗浄

室内熱交温度センサ
コネクタ不良→修正

室内熱交温度セン不
良→交換

冷媒系統点検

調整

２．異常検出方法

室 内 熱 交 温 度 セ ン サ
（ThI-R1，R2，R3）

３．異常発生条件

1回目の検知から 60分以
内に 5回検知した時，ま
たは過負荷状態を連続6分
間感知した場合。

４．予想原因

・エアフィルタ目詰まり
・�室内熱交温度センサコ
ネクタ不良
・�室内熱交温度センサ不
良
・冷媒系統異常

注記：�暖房；圧縮機始動後，室内熱交温度（ThI-R）により圧縮機の回転数を下げ高圧制御します。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E9 ドレン不良

（FDT，FDTW，FDTS，FDR，FDUシリーズのみ）
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDT，FDTW，FDTS，FDR
シリーズ及び FDU1124，
1404形のみ

診　断 処　置

加湿器接続？

NO

リモコンからドレンモータON

YES

ドレンモータ運転？

YES

NO

リモコンで異常データ点検

オーバーフローあり？

CNI両端
DC12V？

CNIに接続？  NO

YES

オプションに
異常あり？

NO

YES

YES

リモコンでの室内機能
設定加湿器ドレンモータ連動？ NO

YES

CNRの両端に
DC12V？ NO 

YES

ドレン配管のつまり
勾配OK？

NO

YES

NO

YES
NO

フロートスイッチ点検

室内制御基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換

オプションチェック

「加湿器ドレンモータ
連動」へ設定修正

室内制御基板不良→
交換
「ドレンモータ配線点
検」

修正

ドレンモータ点検

２．異常検出方法

フロートスイッチ作動

３．異常発生条件

フロートスイッチ開を 3
秒間連続検知したとき，
またはフロートスイッチ
の未接続時・断線時。

４．予想原因

・室内制御（電源）基板不良
・�フロートスイッチ設定ミス
・�加湿器ドレンモータ連
動設定ミス
・オプション設定ミス
・ドレン配管ミス
・ドレンモータ不良
・�モータ配線ドレンモー
タ不良
・フロートスイッチ不良

注記：�電源投入時に発生した場合は，フロートスイッチの断線・接点不良が考えられます。点検修正（交換）
してください。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E10

   1 リモコン複数台制御時
接続台数オーバー（17台以上）

連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

1個のリモコンに17台
以上接続していないか NO

YES

リモコン不良→交換

16台以下に変更２．異常検出方法

1リモコンで室内ユニット
17台以上を検知した時

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・接続台数オーバー
・リモコン不良

注記：
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室内ユニットアドレス設定不良

室内ユニットの
アドレス設定を
リモコンアドレス
で設定した

設定

アドレス設定方法変更
室内ユニット制御基板
上のディップスイッチ 
SW2及びSW5-1, 2（親・
子設定）でアドレス設定
を行う。



- 395 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E14 親子室内ユニット間通信異常連続点滅 3回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内ユニットの
親・子の号機設定
はよいか

NO

YES

室内ユニット間
のリモコン配線
不良？

電源リセット
で復規するか？

注⑵　 室内制御基板上のディップスイッチSW5-1，
SW5-2を下表のように設定してください。

親  子a 子b 子c
SW5-1 OFF OFF ON
SW5-2 OFF ON OFF

ON
ON

 ディップ
スイッチ  

室内ユニット  

YES

NO

NO

YES

（工場出荷時[親]設定）

号機設定修正

配線修正

室内制御基板不良→
交換

・ノイズ誤動作
・�周辺環境を確認

２．異常検出方法

親子室内ユニット通信異常
発生時

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・号機設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室内制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E16 室内ファンモータ異常

（FDT，FDTW，FDTS，FDR，FDU，FDE，FDFの場合）
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDT，FDTW，FDTS, FDR, 
FDU1124，1404形, 
FDE804～1404形,
FDF1124，1404形

診　断 処　置

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO
ファンモータコネクタ

CNM①-④間にDC280Ｖの
電圧はあるか？

ヒューズが
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES NO

YES

NO

YES

注⑴　④がGNDです。

電源リセット

注⑵　FDT, FDTS, FDE : F3
FDTW, FDR, FDU1124, 1404形 : F3, F4
FDF1124, 1404形 : F202, F203

⑵

異物を取り除く

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモータ
と電源基板を交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，制御基板を交換
してください）

一過性 
ノイズが乗ったこと
による。

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室内ファンモータの実
回 転 が 30 秒 連 続 し て
200minー 1 以下になると圧
縮機，室内ファンモータ
を停止します。2秒遅延後
自動復帰しますが 60分以
内に 4回作動した場合。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・�ファンモータの回転部
の異物
・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E19    運転チェックモード異常連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

SW7-1がON?

電源ONと同時にE19発生

NO

YES

室内制御基板不良→
交換（SW不良）

SW7-1 を OFF し電源
をリセット

２．異常検出方法

E19発生

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・SW設定ミス
（SWの戻し忘れ）
・室内制御基板不良
（SW不良）

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E20 室内ファンモータ回転異常

（FDT，FDTW，FDTS，FDR，FDU，FDE，FDFの場合）
連続点滅 1回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

FDT，FDTW，FDTS, FDR, 
FDU1124，1404形，
FDE804 ～1404形，
FDF1124，1404形

診　断 処　置

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO
ファンモータコネクタ

CNM①-④間にDC280Ｖの
電圧はあるか？

ヒューズが
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES NO

YES

NO

YES

注⑴　④がGNDです。

電源リセット

注⑵　FDT, FDTS, FDE : F3
FDTW, FDR, FDU1124, 1404形 : F3, F4
FDF1124, 1404形 : F202, F203

⑵

異物を取り除く。

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください。

故障したファンモータ
と電源基板を交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，制御基板を交換
してください。）

一過性 
ノイズが乗ったこと
による。

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室内ファンモータ回転指
令が出力された後 2分経
過しても実回転数が要求
回 転 数 －50min-1（FDU：
500minー1）に達しないと
きは，ファンモータ回転
異常を検出し停止します。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・�ファンモータの回転部
の異物
・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

FDTシリーズのみ

1秒以上パネルスイッチ
(PS)が開を検知

同上

・パネルスイッチ(PS)
  不良
・配線断線
・基板不良

1. 対象機種

２. 異常検出

３. 異常発生条件

４. 予想原因

５. 故障診断と処置

(FDTシリーズ)

注記 :お掃除パネル装着時のみ，パネルの表示部で緑のLEDが4回点滅します。

処  置診  断

ラクリーナパネル収納不良
・パネルスイッチ動作不良

表示
リモコン：E21

LED 緑 赤
室内 ー

ー
ー

室外 ー

内容

ｸﾞﾘﾙが下がった
状態か？

ｴﾗｰ解除・ｸﾞﾘﾙ閉操作
＜ﾘﾓｺﾝがRC-DX2の場合＞
  ①ｴﾗｰを解除する。（ﾘﾓｺﾝの運転/停止ﾎﾞﾀﾝを押す。）
  ②[メニュー］→［グリル昇降］→[上昇　▲］を押してｸﾞﾘﾙを閉める。
＜ﾘﾓｺﾝがRC-D4Gの場合＞
  ①ｴﾗｰを解除する。（ﾘﾓｺﾝの運転/停止ﾎﾞﾀﾝを押す。）
  ②ｸﾞﾘﾙ昇降ｽｲｯﾁを押して、ｸﾞﾘﾙ昇降ﾓｰﾄﾞにする。
  ③ｸﾞﾘﾙ昇降ｽｲｯﾁの上昇（▲）を押して、ｸﾞﾘﾙを閉める。

ｴﾗｰを解除した上
で、ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁを強制的に

ON状態として、改
善するか。

ｸﾞﾘﾙ内面でのﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの押し込
み量不足
→ｸﾞﾘﾙ内側のﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの当たる
部分に厚さ3mmのｺﾞﾑｼｰﾄを貼り付
けて，ｸﾞﾘﾙ閉の操作をする。

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの
動作ﾁｪｯｸにより、ﾊﾟﾈﾙ基
板上のCNY1の1-2間は

導通するか。 ＜ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの動作ﾁｪｯｸ＞
 ｽｲｯﾁON/OFFによりｺﾈｸﾀ・基板の
 導通ﾁｪｯｸする。
 ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁON：閉、OFF：開

ﾊﾟﾈﾙ基板不良→ﾊﾟﾈﾙ基板交換

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ又はﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ配線
不良→ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ交換

＜ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁを強制的にON＞
 ・ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁのｼﾘｺﾝ部を押さえつけ
  た状態でﾃｰﾌﾟ貼付固定し、ｽｲｯﾁを
  ON状態にする。

ｴﾗｰ解除・ｸﾞﾘﾙ閉操作をする。

＜ﾗｸﾘｰﾅﾊﾟﾈﾙの場合＞

基板上の
右記コネクタは差し込み

正常か。

コネクタの外れ、差し込み不足
→きちんと差し込み直す。

＜標準ﾊﾟﾈﾙの場合＞
基板上の

ｺﾈｸﾀCNVにｼｮｰﾄｺﾈ
ｸﾀがきちんと差し込まれ

ているか。

CNVの
ｼｮｰﾄｺﾈｸﾀの導通は

よいか。

ｺﾈｸﾀCNVの外れ、差し込み不足
→きちんと差し込み直す。

配線断線→断線の修正

ｼﾘｺﾝｶﾞｲﾄﾞ 押すとＯＮ

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ

→CNY1へ＜基板上のコネクタ＞
 パネル基板：CNY1, CNV3
 室内機基板：CNV

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの
動作ﾁｪｯｸにより、ﾊﾟﾈﾙ基
板上のCNV3の1-4間は

導通するか。

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの
動作ﾁｪｯｸにより、室内制御基

板上のCNVの1-4間は
導通するか。

ﾊﾟﾈﾙ基板(CNV3）－室内制御基板
（CNV）間の配線断線。
→配線の修復又は交換

室内制御基板不良
→室内制御基板交換

室内制御基板不良
→室内制御基板交換

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

YES

NO

YES

NO

NO

YES

YES

YES

YES

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E21 連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

FDTシリーズのみ

1秒以上パネルスイッチ
(PS)が開を検知

同上

・パネルスイッチ(PS)
  不良
・配線断線
・基板不良

1. 対象機種

２. 異常検出

３. 異常発生条件

４. 予想原因

５. 故障診断と処置

(FDTシリーズ)

注記 :お掃除パネル装着時のみ，パネルの表示部で緑のLEDが4回点滅します。

処  置診  断

ラクリーナパネル収納不良
・パネルスイッチ動作不良

表示
リモコン：E21

LED 緑 赤
室内 ー

ー
ー

室外 ー

内容

ｸﾞﾘﾙが下がった
状態か？

ｴﾗｰ解除・ｸﾞﾘﾙ閉操作
＜ﾘﾓｺﾝがRC-DX2の場合＞
  ①ｴﾗｰを解除する。（ﾘﾓｺﾝの運転/停止ﾎﾞﾀﾝを押す。）
  ②[メニュー］→［グリル昇降］→[上昇　▲］を押してｸﾞﾘﾙを閉める。
＜ﾘﾓｺﾝがRC-D4Gの場合＞
  ①ｴﾗｰを解除する。（ﾘﾓｺﾝの運転/停止ﾎﾞﾀﾝを押す。）
  ②ｸﾞﾘﾙ昇降ｽｲｯﾁを押して、ｸﾞﾘﾙ昇降ﾓｰﾄﾞにする。
  ③ｸﾞﾘﾙ昇降ｽｲｯﾁの上昇（▲）を押して、ｸﾞﾘﾙを閉める。

ｴﾗｰを解除した上
で、ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁを強制的に

ON状態として、改
善するか。

ｸﾞﾘﾙ内面でのﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの押し込
み量不足
→ｸﾞﾘﾙ内側のﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの当たる
部分に厚さ3mmのｺﾞﾑｼｰﾄを貼り付
けて，ｸﾞﾘﾙ閉の操作をする。

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの
動作ﾁｪｯｸにより、ﾊﾟﾈﾙ基
板上のCNY1の1-2間は

導通するか。 ＜ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの動作ﾁｪｯｸ＞
 ｽｲｯﾁON/OFFによりｺﾈｸﾀ・基板の
 導通ﾁｪｯｸする。
 ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁON：閉、OFF：開

ﾊﾟﾈﾙ基板不良→ﾊﾟﾈﾙ基板交換

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ又はﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ配線
不良→ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ交換

＜ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁを強制的にON＞
 ・ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁのｼﾘｺﾝ部を押さえつけ
  た状態でﾃｰﾌﾟ貼付固定し、ｽｲｯﾁを
  ON状態にする。

ｴﾗｰ解除・ｸﾞﾘﾙ閉操作をする。

＜ﾗｸﾘｰﾅﾊﾟﾈﾙの場合＞

基板上の
右記コネクタは差し込み

正常か。

コネクタの外れ、差し込み不足
→きちんと差し込み直す。

＜標準ﾊﾟﾈﾙの場合＞
基板上の

ｺﾈｸﾀCNVにｼｮｰﾄｺﾈ
ｸﾀがきちんと差し込まれ

ているか。

CNVの
ｼｮｰﾄｺﾈｸﾀの導通は

よいか。

ｺﾈｸﾀCNVの外れ、差し込み不足
→きちんと差し込み直す。

配線断線→断線の修正

ｼﾘｺﾝｶﾞｲﾄﾞ 押すとＯＮ

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁ

→CNY1へ＜基板上のコネクタ＞
 パネル基板：CNY1, CNV3
 室内機基板：CNV

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの
動作ﾁｪｯｸにより、ﾊﾟﾈﾙ基
板上のCNV3の1-4間は

導通するか。

ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの
動作ﾁｪｯｸにより、室内制御基

板上のCNVの1-4間は
導通するか。

ﾊﾟﾈﾙ基板(CNV3）－室内制御基板
（CNV）間の配線断線。
→配線の修復又は交換

室内制御基板不良
→室内制御基板交換

室内制御基板不良
→室内制御基板交換

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

YES

NO

YES

NO

NO

YES

YES

YES

YES
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E28 リモコン温度センサ断線連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

リモコン温度センサの
接続はよいか

リモコン温度
センサの特性は良いか
断線は無いか？

リモコン温度センサ抵抗温度特性（ThC） 

0 

1 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

65

62

59

53

48

44

40

36

14 
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18 
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26 

28 

33 

30 

27 

25 

23 

21 

19 

18 

30 

32 

34 

36 

38 

40 

42 

44 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

9.9 

9.2 

46 

48 

50 

52 

54 

56 

58 

60 

8.5

7.8

7.3

6.7

6.3

5.8

5.4

5.0

温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ）

修正

リモコン温度センサ
不良→交換

リモコン基板不良→  
交換
（リモコン温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

リ モ コ ン 温 度 セ ン サ
（Thc）の異常低温（抵抗）
を検知

３．異常発生条件

温度センサが－ 50℃以下
を連続 5秒間検知した場
合は圧縮機を停止します。
3分間延長後に圧縮機を
再起動させ，1 回目の検
知から 60 分間以内に再
検知した場合。

４．予想原因

・�リモコン温度センサ接
続不良
・�リモコン温度センサ不
良
・リモコン基板不良

注記：リモコンセンサ無効→有効切り替えの 10秒間以降は，断線してもE28は表示しません。同時に使
用するセンサをリモコン→室内吸込温度センサに変更します。リモコンセンサを有効にしても点検
表示の吸込温度表示は室内吸込温度センサの値となります。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E34

電源欠相
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

電源ヒューズ交換へ

YES

YES

NO

YES

電源電圧測定
各相間AC200V

電源ヒューズ溶断ないか？

ノイズフィルタ
2次側各相間にAC200Vあるか？

ノイズフィルタと室外ユニット
制御基板間の結線はよいか

NO

NO

NO

YES

電源点検

インバータ点検のため�
次ページ参照

ノイズフィルタ不良
→交換

正しく接続する

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

電源ON後，5秒間連続し
てR・S・T相何れかの電
圧が0Vの場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・�ノイズフィルタ制御基
板結線不良
・室外制御基板不良
・�室外インバータ基板不良
・室外ファンモータ不良
・ノイズフィルタ配線不良

注記：

注⑴　電源電圧が逆相となっている場合はE34が表示されます。その場合は，電源の相を入れ替えてください。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E34

電源欠相（続き）
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種
電源ヒューズ交換前のイ
ンバータ点検方法

診　断 処　置

ノイズフィルタ交換
YES

室外制御基板，インバータ基板，
パワトラモジュール，
ダイオードスタック交換

電源ヒューズ交換

リアクタ交換

NO

ノイズフィルタ
相間短絡ないか

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れ焼損ないか

リアクタ異常
ないか？

YES

YES

NO

NO

２．異常検出方法

電源ON後，5秒間連続し
てR・S・T相何れかの電
圧が0Vの場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・�ノイズフィルタ結線不
良
・室外制御基板不良
・�室外インバータ基板不
良
・リアクタ不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E35

冷房過負荷運転
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサ特性は

正常か

異常検知温度
（実測）は正しいか

NO

YES

YES

※ 
制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による保護
制御，冷房高圧保護をご覧ください。

冷房過負荷運転？

高圧制御は正常か？

YES

YES

注⑴室外熱交温度特性は405ページ参照 

NO

NO

NO

室外熱交温度センサ交換

ユニット側を点検して
ください。
・室外ユニットはショート
　サーキットしていないか
・据付スペースは適正か
・�熱交換器の汚れ，詰り
はないか

制御動作チェック ※

室外制御基板不良→
交換

冷媒量過多 : 冷媒計量
再チャージ

２．異常検出方法

異常検出方法については
対応する機種のマイコン
制御機能の圧縮機回転数
による保護制御，冷房高
圧保護をご覧ください。

３．異常発生条件

室外熱交温度異常が 60
分以内に 5回，或いは圧
縮機停止中も含め異常検
出状態が 60 分間連続し
た場合。

４．予想原因

・�室外熱交温度センサ不
良
・室外制御基板不良
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ
ト
・熱交換器の汚れ，詰り
・冷媒量過多

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E36 吐出管温度異常連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による
保護制御，冷房高圧保護をご覧ください。

 

吐出管
温度センサ特性は

正常か

吐出管温度
制御は正常か？

NO

YES

異常検知温度
（実測）は正しいか

YES

YES

冷暖運転時
吐出管温度異常？

YES

注⑴吐出管温度特性は407ページ参照 

※

NO

NO

NO

吐出管温度センサ交換

冷媒量不足 : 冷媒計量
再チャージ

制御動作チェック ※

室外制御基板不良→
交換

ユニット側を点検して
ください。
・�フィルタは詰まってい
ないか

・�室内／外の据付スペー
スは適正か
・�ショートサーキットし
ていないか
・�室内熱交換器の汚れ，
詰りはないか

２．異常検出方法

異常検出方法については
対応する機種のマイコン
制御機能の圧縮機回転数
による保護制御，冷房高
圧保護をご覧ください。

３．異常発生条件

吐出管温度異常が 60 分
以内に 2回。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・吐出管温度センサ不良
・フィルタ詰り
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ
ト
・熱交換器の汚れ，詰り

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E37 室外熱交温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサコネクタ
の接続はOK

YES

室外熱交
温度センサ特性は

OKか

NO

室外熱交温度センサ特性は下図グラフ参照

YES

　
温度̶抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

温　度（℃）

15

10

5 

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

NO

コネクタを修正

室外熱交温度センサ
不良→交換

室外制御基板不良→
交換
（室外熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室外熱交温度センサの異
常低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・圧縮機 ON 後 2 分～ 2
分 20秒の間に温度セン
サが－ 50℃以下を連続
5 秒検知すると圧縮機
を停止，3 分遅延後に
圧縮機を再起動させ 40
分に 3回検知した場合。

・電源投入時，20 秒の間
に連続 5秒間－ 50℃以
下を検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断
線（モールド部を確認）
・�配線接合部（コネクタ）
のはずれ

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E38 外気温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

外気
温度センサコネクタ
の接続はO Kか

YES

外気
温度センサ特性は

OKか

NO

外気温度センサ特性は下図参照  

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ
（kΩ）

● 40～80形

● 112～280形

NO

コネクタを修正

外気温度センサ不良
→交換

室外制御基板不良→
交換
（外気温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

外気温度センサの異常低
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・�圧縮機 ON 後 2 分～ 2
分 20 秒の間に温度セン
サが－ 45℃以下を連続
5秒検知すると圧縮機を
停止，3分遅延後に圧縮
機を再起動させ 40分に
3回検知した場合。
・�電源投入時，20 秒の間
に連続 5秒間－ 45℃以
下を検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断
線（モールド部を確認）
・�配線接合部（コネクタ）
のはずれ

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E39 吐出管温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

コネクタを修正

吐出管温度センサ不
良→交換

室外制御基板不良→
交換
（吐出管温度センサ入
力回路不良）

２．異常検出方法

吐出管温度センサの異常
低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

圧縮機 ON 後 10 分～10
分 20 秒の間に温度セン
サが－10℃以下を連続 5
秒検知すると圧縮機を停
止，3 分遅延後に圧縮機
を再起動させ 40 分に 3
回検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断
線（モールド部を確認）
・配線接合部（コネクタ）
のはずれ

注記：

吐出管
温度センサコネクタ
の接続はOKか

YES

吐出管
温度センサ特性は

OKか

NO

吐出管温度センサ特性は下図グラフ参照  

YES

温度－抵抗特性

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140 160
温　　度（℃）

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）

NO
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E40

63H1 作動
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

操作弁を開ける。

63H1コネクタ修正

電子膨張弁コネクタ
修正

室外制御基板不良→
交換
（63H1入力回路不良）

２．異常検出方法

高圧圧力スイッチ 63H1
が作動。

３．異常発生条件

63H1がOFF（閉）すると圧
縮機を停止します。3 分
遅延後，再始動しますが
60分以内に 5回作動した
時，または OFF（閉）の
状態が連続 60 分間継続
したとき。

４．予想原因

・�凝縮器側熱交のショート
サーキット／通風妨害
／フィルタ詰り／ファン
モータダウン
・室外制御基板不良
・63H1コネクタ不良
・電子膨張弁コネクタ不良
・操作弁閉
・�不凝縮ガス（窒素等）の混
合

注記：圧縮機保護始動域（電源ON1回目の起動）では，63H1　OFFした場合一回目の作動で異常表示とし
ます。

操作弁は全開か

YES

63H1が作動したか

NO

1.冷房時
・室外ファンモータ は回っているか
・室外にショートサーキットはないか
・吸込・吹出スペースは充分か
2.暖房時
・室内熱交温度センサが検知ケー
スから外れていないか
・フィルタが目詰まりしていないか 
※冷媒オーバーチャージにより過冷
却が増大し熱交センサ値での圧
縮機回転数制御が遅れる可能
性があります。 

63H1作動時

63H1の
コネクタ接続は
OKか？

NO

電子膨張弁
のコネクタ接続
はOKか？

YES

YES

速いタイミングで電源ブレーカのOFF→ONを行うとE40が表
れることがあります。
（異常ではありません）

NO

YES

電子膨張弁の
コネクタ接続に
異常があった場
合は，必ず電源
リセットしてくだ
さい。 

NO

圧縮機停止

圧縮機運転

         3.15        4.15
高圧圧力（MPa）
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E41

  パワートランジスタ電源低下
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外インバータ基板
不良→交換
（それでも直らなけれ
ばノイズフィルタ基
板交換）

室外ファンモータ交
換

室外制御基板不良→
交換
（それでも直らなけれ
ば室外インバータ基
板交換）

２．異常検出方法

パワートランジスタ DC�
15V 以下の電源低下。

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・室外制御基板不良
・室外インバータ基板不良
・ノイズフィルタ基板不良
・室外ファンモータ不良

注記：

室外ファンモータを外すと
DC15Vは復帰するか？

NO

室外制御基板のCNI2
（②ｰ③間）にDC15Vがあるか？

NO

YES

YES
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E42 カレントカット（その１）連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

電源電圧は
適正か？

YES

操作弁は
全開にして
あるか？

NO

電源をリセットすれば
正常になるか？

NO

YES

運転中の
高圧圧力は
適正か？

YES

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵抗⑴
チェック

次ページへ

YES

OK

⑴　0.0Ω以上（25℃）

⑵

 

NO

NO

NO

インバータ
チェッカーで
点検

⑵　インバータチェッカーがない場合は，
      次ページへ

 

NO

YES ノイズ

電源点検

全開にする。

冷媒量・冷媒回路点検。
※過渡的な圧力上昇の
場合，2・3回繰り返
すうちに圧縮機内の
液冷媒が圧縮機外へ
排出されて改善復帰
することがあります。

圧縮機交換

室外インバータ基板
不良→交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3分遅延後，
再始動しますが 30分間に
4回作動した時。

４．予想原因

・室外インバータ基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・�パワトラモジュール不
良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E42 カレントカット（その２）連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

復帰 YES

パワトラ

（367ページ参照）
モジュール点検 NG

     

     

     

・室内・室外ユニットの据付スペースは適正か
・室内・外ユニットにショートサーキットはないか
・冷房時：室外ファンモータは回っているか

操作弁は全開か
フィルタ目詰まりしていないか

・暖房時：室内ファンモータは回っているか
操作弁は全開か
フィルタ目詰まりしていないか

・圧縮機への液バックはないか
過熱度制御は正常か
低圧圧力センサ・吸入管温度センサは正常

・圧縮機に異常音はないか

OK

インバータチェッカーがない場合前ページより

圧縮機交換

NO

室外インバータ基板
不良→交換
※パワトラも交換して
ください。

OK

インバータ基板不良
→交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3分遅延後，
再始動しますが 30分間に
4回作動した時。

４．予想原因

・室外インバータ基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・�パワトラモジュール不
良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E45

インバータ通信異常
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

通信線を接続する。

正しい設定に修正する。
（�設定363ページ参照）

室外インバータ基板に
電源が入っていない原
因調査
・ファンモータ不良
・�セメント抵抗（15Ω），
断線

室外制御基板不良
→交換

室外インバータ基板
不良→交換

室外制御基板不良
→交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

インバータ基板と室外制
御基板間の通信が成立し
ない時

４．予想原因

・室外インバータ基板不良
・�室外制御基板-インバータ
基板間コネクタ不良
・室外制御基板不良

注記：

YES

NO

YES

NO

YES

YES

室外ﾕﾆｯﾄ制御基板・インバータ基板
間の通信線は通常に接続されているか？

インバータ基板のJSW10, 11
は正しいか？

室外インバータ基板のLEDは点滅しているか？

室外制御基板（CNI1）と室外インバータ
基板（CNI2）間のコネクタ②－③で
電圧を確認する。（3V程度））

室外制御基板（CNI1）と
室外インバータ基板（CNI2）間の
コネクタ①－④で電圧を確認する。

（3～5V程度）

YES

OV

NO

NO
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E45

インバータ通信異常
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

配線・リレー・抵抗・
ダイオードをチェッ
クする。

室外インバータ基板
不良→交換２．異常検出方法

３．異常発生条件

室外インバータ基板と室
外制御基板間の通信が成
立しない時

４．予想原因

・室外インバータ基板不良
・�室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良

注記：

YES

室外インバータ基板のCNA
（①ｰ⑤間）にDC280Vがあるか？ NO
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E48

室外ファンモータ異常
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟

まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO
ファンモータコネクタ

（CNFAN①（アカ）－④（アオ）の間）
にDC280Ｖの電圧

はあるか？

ヒューズF2が
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES

YES

NO

YES

NO

YES

電源リセット

ファンモータコネクタ
（CNFAN⑤（チャ）－④（アオ）の間）

にDC15Ｖの電圧
はあるか？

NO

ファンモータ
側のコネクタを制御基板から

外し制御基板のコネクタピン（CNFAN⑤-③
の間に）DC15Vの電圧

はあるか?

YES

制御基板の
CNI1ネクタを外した状態で
CNI1コネクタにDC15Vの

電圧はあるか？
YES

NO

NO

異物を取り除く

ファンモータを交換
①（Vm）；赤と
④（GND）：青の間に抵
抗値が，1ｋΩ以下であ
れば故障

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモータ
と室外制御基板を交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，室外制御基板を
交換してください）

一過性 
ノイズが乗ったこと
による
ファンモータ交換

インバータ基板交換

室外制御基板交換

２．異常検出方法

室外ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室 外 フ ァ ン モ ー タ
（FMo1，2）の実回転が
30 秒連続して 100min－1

以下になると圧縮機，室
外ファンモータを停止し
ます。3 分遅延後自動復
帰しますが 60分以内に 5
回作動した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・インバータ基板不良
・�ファンモータの回転部
の異物
・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：E48発生時は，ほとんどの場合制御基板上の F2ヒューズ（4A）が断線しています。ファンモータ
破損により，ヒューズが断線してE48に至るケースが多く，制御基板（ヒューズ）交換のみを実施
した場合には他のトラブル（※ 1）を発生するケースがありますので F2ヒューズ断線時には，必ず
ファンモータの故障有無をチェックし，ファンモータ交換後に通電確認を実施してください。ファ
ンモータの故障有無未確認のまま電源投入しないでください。（※ 1：内機確認中表示／室外制御基
板 LED消灯，インバータ通信異常（E45）といった，一見ファンモータ異常と関係の無い異常が発
生します。）
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E49 低圧圧力異常　又は低圧

 圧力センサ断線（その１）連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

低圧圧力センサ
の接続（基板側）は NO

絶縁抵抗
ＤＣ500Vにて100ＭΩ以上か

圧力値の差が0.2MPa以下か

リモコンの圧力表示値は NO 

YES

OKか？

リモコンより 
①圧縮機停止状態 
②圧縮機運転状態 
の低圧圧力値を確認する。

①②共，0MPa付近  
で変化が少ない 

YES

圧力センサの絶縁抵抗を確認する

YES

低圧ラインにゲージマニホールドを接続
し，上記の①の状態を計測。リモコン
表示値と比較する。

NO 

※

NO

冷媒量，冷媒回路，その他
の確認へ（次ページ） 

YES 補用品交換用圧力センサ 
を大気開放状態にて制御
基板に接続する。 

0MPaか？

修正する。

低圧圧力センサ交換

室外制御基板不良→
交換

低圧圧力センサ交換

２．異常検出方法

低圧圧力低下，吸入過熱
度の検知

３．異常発生条件

①低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 15 秒間検知（3
分遅延後自動復帰）が 60分
以内に 3 回成立した場合に
表示。
②圧縮機始動 10分経過以降
且つ低圧センサが 0.15MPa
以下を連続 60秒間検知且つ
圧縮機吸入過熱度が 30℃以
上を連続 60 秒間が，60 分
以内に 3 回発生した場合に
表示。
③低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 5 分間検知（圧
縮機停止中含む）が成立し
た場合即表示。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�低圧圧力センサコネク
タ不良
・低圧圧力センサ不良
・�吸入管温度センサコネク
タ不良
・吸入管温度センサ不良

注記：※ゲージマニホールドは，冷房時は操作弁チェックジョイント，暖房時は室外ユニット機械室内よ
り取り出しているチェックジョイントに接続。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E49 低圧圧力異常　又は低圧

 圧力センサ断線（その２）連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

操作弁は全開に
しているか

低圧・吸入管温度
センサコネクタの接続は

OKか

NO

YES

NO

YES

低圧・吸入管
温度センサの特性は

OKか

運転中の低圧
圧力は適正か？

前ページより

全開にする。

修正

低圧・吸入管温度セン
サ不良→交換

冷媒チャージ

室外制御基板不良→
交換
（低圧・吸入管温度セ
ンサ回路不良）

２．異常検出方法

低圧圧力低下，吸入過熱
度の検知

３．異常発生条件

①低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 15 秒間検知（3
分遅延後自動復帰）が 60分
以内に 3 回成立した場合に
表示。
②圧縮機始動 10分経過以降
且つ低圧センサが 0.15MPa
以下を連続 60秒間検知且つ
圧縮機吸入過熱度が 30℃以
上を連続 60 秒間が，60 分
以内に 3 回発生した場合に
表示。
③低圧センサが 0.079MPa
以下を連続 5 分間検知（圧
縮機停止中含む）が成立し
た場合即表示。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�低圧圧力センサコネク
タ不良
・低圧圧力センサ不良
・�吸入管温度センサコネク
タ不良
・吸入管温度センサ不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E51

インバータ・ファンモータ異常
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

復帰したか？ YES

インバータ基板交換

OK

パワトラ交換

２．異常検出方法

パワートランジスタ異常
が 15分継続した場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・�室外インバータ基板不良
・�室外制御基板不良

注記：



- 418 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E53

吸入管温度センサ断線
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO吸入管温度センサ
の特性はOKか

YES

吸入管温度センサ
コネクタの接続は

OKか
NO

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　
 

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ 

（kΩ）

吸込管温度センサ特性は下図参照

吸入管温度センサコ
ネクタ接続修正

吸入管温度センサ不良
→交換

室外制御基板不良→
交換
（吸入管温度センサ入
力回路不良）

２．異常検出方法

吸入管温度センサの異常
低温（抵抗）の検知

３．異常発生条件

圧縮機 ON 後 10 分から
10 分 20 秒の間に温度セ
ンサが－ 50℃以下を連続
5秒間検知すると圧縮機
を停止，3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ 40 分
に 3回検知した場合。

４．予想原因

・�吸入管温度センサ接続不
良
・吸入管温度センサ不良
・室外制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E54

低圧圧力センサ不良
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

低圧圧力センサ交換

低圧圧力センサ
コネクタの接続

（センサ側・基板側）はOKか

圧力（実測）とリモコンの
表示値は合っているか

正常にもどったか NO

YES

低圧圧力センサコネ
クタ接続修正

冷媒量は適正か冷媒
回路に異常はないか

室外制御基板不良→
交換
（低圧圧力センサ入力
回路不良）
OK

２．異常検出方法

異常電圧（圧力）の検出

３．異常発生条件

圧縮機 ON後 2 分～ 2 分
20 秒の間に圧力センサ
が 0V以下及び 4.0V 以上
を連続 5秒検知すると圧
縮機を停止，3 分遅延後
に圧縮機を再起動させ 40
分に 3回検知した場合。

４．予想原因

・�低圧圧力センサ接続不
良
・低圧圧力センサ不良
・室外制御基板不良
・冷媒量不適格
・冷媒回路異常

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E55

ドーム下温度センサ不良
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

ドーム下温度
センサコネクタの接続

OKか

ドーム下温度
センサの特性は

OKか

ドーム下温度センサ特性は下図参照

温度－抵抗特性

0
20
40
60
80
100
120
140
160
180
200

0 20 40 60 80 100 120 140

温度（℃）

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）

ドーム下温度センサ
コネクタ接続修正

ドーム下温度センサ
不良→交換

室外制御基板不良→
交換
（ドーム下温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

ドーム下温度センサの異
常低温（抵抗）の検知

３．異常発生条件

圧縮機 ON 後 10 分から
10 分 20 秒の間に温度セ
ンサが－50℃以下を連続
5秒間検知すると圧縮機
を停止，3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ 40 分
に 3回検知した場合。

４．予想原因

・ドーム下温度センサ接
続不良

・ドーム下温度センサ不
良

・室外制御基板不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E57

冷媒量不足または操作弁閉検出
連続点滅 消灯

連続点滅 1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

操作弁は全開に
しているか

室内熱交・吸込温度
センサコネクタの接続は

OKか

NO

YES

NO

YES

室内熱交・吸込
温度センサの特性は

OKか

運転中の低圧
圧力は適正か？

室内熱交・吸込温度センサ 
温度一抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　
 

温　度（℃）

15 

10

5 

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

室内熱交・吸込温度センサ特性は
下図参照

全開にする。

室内熱交・吸入温度セ
ンサコネクタ接続修正

室内熱交・吸入温度セ
ンサコネクタ不良→
交換

冷媒チャージ

室内制御基板不良→
交換
（室内熱交・吸入温度
センサ入力回路不良）

２．異常検出方法

室内熱交温度（ThI-R）と
室内吸込温度（ThI-A）差
を検知しガスロー状態を
判断します。

３．異常発生条件

冷媒量不足異常を 2回検
知した場合。

４．予想原因

・�室内熱交温度センサ不
良
・�室内吸込温度センサ不
良
・室内制御基板不良
・冷媒不足

注記：�冷媒量不足保護制御は圧縮機始動から冷房・除湿 : 1分，暖房9分経過後に室内熱交温度（ThI-R）と室内
吸込温度（ThI-A）差を検知しガスロー状態を判断し圧縮機を停止します。（冷房：室内吸込温度（ThI-A）-
室内熱交温度（ThI-R）≧4deg，暖房：室内熱交温度（ThI-R）-室内吸込温度（ThI-A）≦4deg）
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E59

圧縮機起動異常
連続点滅 消灯

連続点滅 5回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外ファンモータ交換

電源点検

冷媒量，冷媒回路点検

圧縮機交換

室外インバータ基板
不良→交換
※パワトラも交換し
てください。

室外インバータ基板
不良→交換
※パワトラも交換し
てください。

圧縮機交換

２．異常検出方法

圧縮機モータのロータ位
置検出運転（11rps 以上）
に移行できない。

３．異常発生条件

起動 10 回トライを 20
セット実施しても起動で
きない場合。3 分経過後
にリモコンリセット可能。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・室外インバータ基板不良
・電源電圧異常
・冷媒量・冷媒回路不適合
・�圧縮機不良（モータ，
軸受け）

注記：絶縁抵抗について
●据付け直後 , もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合 , 圧縮機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩまで抵下することがあります。絶縁抵
抗が小さく，漏電ブレーカーが作動する場合は，以下の事項を確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するが確認する。
電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカーが高調波対応品であるか確認する。
本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカーの誤動作を防止するため，高調波対応品を使用してください。
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
E59

圧縮機起動異常
連続点滅 消灯

連続点滅 5回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

室外制御基板のCNI1

室外ファンモータを外すと
DC15Vは復帰するか？

（②ｰ③間）にDC15Vがあるか？

No

YES

YES 前ページフローにもど
る。

室外ファンモータ交
換

室外制御基板不良→
交換
（それでも直らなけれ
ば室外インバータ基
板交換）

２．異常検出方法

圧縮機モータのロータ位
置検出運転（11rps 以上）
に移行できない。

３．異常発生条件

起動 10 回トライを 20
セット実施しても起動で
きない場合。3 分経過後
にリモコンリセット可能。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・室外インバータ基板不良
・室外制御基板不良

注記：



技 術 資 料

セゾンエアコン
ハイパーインバータシリーズ

４-452-１-D
’13-11 発  行

　本資料は室内ユニットFDTP1404SXおよび室外ユニットに関する事項を記載しております。
　記載事項以外については，2012年冷熱ハンドブック 設計・施工編，サービス編および技術資
料4-437-1-D（12-10発行），4-443-1-D（13-6発行）をご覧ください。

同時発停仕様
・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天吊形（FDE）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）

個別発停マルチ
室外ユニット

室外ユニット

FDCVP2244HSX, 2804HSX

・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形小容量4方向吹出し（FDTC）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天井埋込形1方向吹出し（FDTS）
・天井埋込形小容量1方向吹出し（FDTSC）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）
・天吊形（FDE）
・天吊耐油形（FDES）
・壁掛形（FDK）
・床置形ローボーイタイプ露出形（FDEL）
・床置形ローボーイタイプ隠蔽形（FDEU）

　　　　　　　　 冷熱事業部

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒452-8561

〒108-0023

愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

東京都港区芝浦２－11－５


